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Cherenkov Telescope Array (CTA)計画では、大中小 3種類の口径の望遠鏡を用いて、20 GeVから 300 TeV
のガンマ線を高感度で観測する。南北両半球に一つずつアレイが建設されるが、2018年に大口径望遠鏡 (Large
Sized Telescope, LST)初号機が北サイト（カナリア諸島ラパルマ）に完成した。　 LSTのカメラは、7本の光電
子増倍管 (PMT)を装備した PMTモジュール 265台からなり、画素数は 1855である。各モジュールにおいて、
PMTの信号はプリアンプを経て読み出しボードに入る。バックプレーンを通して３モジュール（計 21PMT）の
信号がアナログで足し上げられ、それが閾値を越えるとトリガが生成される。トリガがかかると PMT波形は 1
GHzサンプリングでデジタイズされ、カメラサーバーに送られる。本公演では、LST初号機のカメラにおける各
PMTの増倍率の調整、出力電荷と検出光子数の較正、トリガータイミングの較正等について述べたのち、大気
チェレンコフ光の試験観測の結果について紹介する。


